
かりや市議会だより 令和２年２月１日第153号 （8）

問　
市
の
環
境
に
取
り
組
む
基
本

的
な
姿
勢
、
考
え
方
は
。

答　
刈
谷
市
環
境
基
本
条
例
の
基

本
理
念
の
も
と
、
環
境
問
題
対
策
の

取
り
組
み
を
進
め
、
市
民
一
人
一
人

が
環
境
配
慮
行
動
を
継
続
的
に
取
り

組
む
社
会
を
構
築
し
、
未
来
へ
豊
か

な
自
然
や
環
境
を
継
承
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
未
来
あ
る
子
ど
も
に
は
、
ど

う
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
か
。

答　
環
境
や
自
然
と
人
間
と
の
関

わ
り
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
、
こ
れ

ら
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
、
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
企
業
や
地
域
団
体
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
学
習
の
機
会
や

情
報
の
提
供
な
ど
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

編
集
後
記

〜
か
け
は
し
〜

◆
12
月
議
会
は
、
22
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
防
災
、
福

祉
、
教
育
、
環
境
等
、
様
々
な
項
目

に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
の
声
や
要
望
・

意
見
に
対
し
、
市
の
考
え
方
や
市
政

の
運
営
状
況
に
つ
い
て
質
問
・
討
論

し
、
活
発
な
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
今
回
は
、
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
質
問
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
１
５

年
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
で
『
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
』
の
基
本
理
念
の
も
と
、

気
候
変
動
や
平
和
、
貧
困
、
飢
餓
、

平
等
な
ど
人
類
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
２
０
３
０
年
に
達
成
す
べ

き
17
の
目
標
を
示
し
た
世
界
共
通
の

取
り
組
み
で
す
。
持
続
可
能
な
社
会

は
、
一
人
一
人
の
心
の
変
革
と
行
動

か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
や
企
業
、
自
治
体
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
省
エ
ネ
や
ご
み
の
減
量

な
ど
家
庭
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
も

で
き
ま
す
。
社
会
の
幸
せ
を
願
う
行

動
を
少
し
で
も
拡
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
さ
て
、
本
年
は
十
二
支
の
１
番
目

の
子
年
で
す
。
子
年
の
「
子
」
は

「
増
え
る
」
意
味
と
、「
新
し
く
命

が
芽
吹
く
」
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
刈
谷
市
も
本
年
４
月
に

刈
谷
市
制
70
周
年
の
佳
節
を
迎
え
、

さ
ら
に
将
来
に
向
け
出
発
す
る
大
事

な
年
と
な
り
ま
す
。
記
念
事
業
も
た

く
さ
ん
予
定
さ
れ
て
お
り
、
11
月
に

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
「
日
本
女
性
会
議
２
０
２
０
あ

い
ち
刈
谷
」
を
全
国
か
ら
多
く
の
方

を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
す
。
市
民
の

皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
そ
し
て
、
私
た
ち
市
議
会
も
昨
年

か
ら
新
体
制
で
出
発
し
ま
し
た
。
希

望
あ
ふ
れ
る
刈
谷
市
の
発
展
の
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
様
に
「
開

か
れ
た
議
会
」、「
信
頼
さ
れ
る
議
会
」

と
な
る
よ
う
、
尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
会
）

問　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自

動
車
産
業
が
大
変
革
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
の

持
つ
技
術
を
い
か
し
発
展
さ
せ
る
た

め
の
戦
略
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

答　
中
小
企
業
振
興
会
議
に
お
い

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
や
目
標
を

定
め
た
戦
略
策
定
の
議
論
を
進
め
て

い
る
。
現
時
点
で
は
短
期
戦
略
と
し

て
中
小
企
業
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ

る
企
業
訪
問
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
施
策
を
迅
速
に
行
っ
て
い
る
。

問　
刈
谷
市
知
的
財
産
認
定
制
度

を
創
設
し
、
県
が
進
め
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

答　
県
が
同
様
の
制
度
を
実
施
。

本
市
で
は
優
れ
た
技
術
や
製
品
を
手

掛
け
る
市
内
企
業
を
「
輝
く
か
り
や

カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
し
て
紹
介
し
て
い

る
。
今
後
、
県
と
も
連
携
し
て
い
く
。

問　
刈
谷
特
別
支
援
学
校
を
肢
体

不
自
由
に
特
化
し
た
理
由
は
。

答　
本
市
か
ら
肢
体
不
自
由
を
対

象
と
す
る
半
田
市
の
特
別
支
援
学
校

ま
で
、
片
道
１
時
間
30
分
か
け
て
通

学
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
身
体
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

問　
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
有

す
る
教
員
の
配
置
、
施
設
の
効
果
的

な
活
用
や
教
材
の
工
夫
は
。

答　
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校

で
の
勤
務
経
験
者
を
配
置
し
、
教
材

は
一
人
一
人
の
特
性
や
嗜
好
に
合
わ

せ
担
当
教
員
が
作
成
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
刈
谷
特
別
支
援
学
校

に
対
す
る
思
い
は
。

答　
教
師
の
指
導
力
の
さ
ら
な
る

向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
」
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
水
源
浄
水
場
の
耐
震
性
は
。

答　
重
力
ろ
過
池
や
配
水
池
等
、

古
い
も
の
は
昭
和
31
年
の
基
準
で
設

計
、
建
設
し
て
お
り
、
現
在
、
水
道

施
設
に
求
め
ら
れ
る
耐
震
性
能
を
満

た
す
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

問　
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
現
在
は
基
幹
管
路
の
耐
震
化

を
進
め
て
お
り
、
令
和
３
年
度
末
に

は
事
業
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

続
い
て
、
水
源
浄
水
場
や
配
水
場
、

新
た
な
水
道
管
路
の
耐
震
化
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
日
本
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧

困
率
は
50
・
８
％
で
、
先
進
国
ワ
ー

ス
ト
1
で
あ
る
。
刈
谷
市
に
お
い
て
、

国
か
ら
低
所
得
者
層
に
支
給
さ
れ
る

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
率
は
56
％
で

あ
り
、
全
国
と
同
様
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
貧
困
は
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
、

県
の
遺
児
手
当
は
国
と
同
様
に
所
得

制
限
が
あ
り
、
5
年
で
打
ち
切
り
と

な
る
。
市
の
遺
児
手
当
は
、
物
価
変

動
や
消
費
税
増
税
が
あ
っ
て
も
昭
和

54
年
か
ら
月
額
２
，
４
０
０
円
の
ま

ま
で
、
公
務
員
初
任
給
は
こ
の
間
、

約
56
％
上
が
っ
て
い
る
。
支
給
額
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
刈
谷
市
は
ひ
と
り
親
家
庭
の

方
に
18
歳
年
齢
到
達
年
度
ま
で
、
所

得
制
限
を
設
け
ず
に
支
給
し
て
い
る
。

手
当
に
限
ら
ず
、
医
療
、
教
育
な
ど

様
々
な
分
野
で
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

問　
水
源
浄
水
場
の
経
過
年
数
が

長
い
重
要
な
施
設
の
老
朽
度
は
。

答　
重
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
調

査
を
実
施
し
、
建
設
当
時
の
強
度
を

維
持
し
て
お
り
、
健
全
な
状
態
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
（
建
物
）
管
理
の

手
法
と
し
て
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
。

答　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

現
在
あ
る
資
産
を
適
正
に
評
価
し
、

そ
れ
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
か
つ

快
適
に
維
持
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
適

切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
、
刈
谷
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
基
本
方
針
で
定
め

た
３
つ
の
視
点「
建
物
の
質
の
確
保
」、

「
変
化
す
る
施
設
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」、

「
維
持
管
理
費
の
縮
減
と
平
準
化
」

と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
基

本
方
針
に
則
り
、
公
共
施
設
の
維
持

管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
市
民
が
主
人
公
と
な
る
よ
う
、

移
動
手
段
を
充
実
し
、
生
活
の
向
上

を
実
現
す
る
た
め
「
交
通
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
す
る
べ
き
で
は
。

答　
刈
谷
市
都
市
交
通
戦
略
に
基

づ
き
、
市
民
が
自
由
に
移
動
手
段
を

選
べ
る
総
合
交
通
体
系
構
築
を
図
る
。

問　
現
状
の
避
難
所
備
蓄
で
は
関

連
死
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。
備
蓄

や
避
難
所
運
営
改
善
の
取
り
組
み
は
。

答　
要
支
援
者
、
乳
幼
児
や
女
性

な
ど
に
配
慮
し
た
物
資
や
間
仕
切
り
、

食
料
品
の
拡
充
な
ど
環
境
の
改
善
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
の

人
権
を
守
る
た
め
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
条
例
」の
制
定
が
必
要
で
は
。

答　
慎
重
な
議
論
が
必
要
な
た
め
、

国
等
の
動
向
を
注
視
し
、
日
本
女
性

会
議
等
の
場
で
議
論
を
深
め
る
。

問　
逢
妻
川
河
川
敷
の
運
動
広
場

整
備
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
に
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
完
成
す
る

と
発
表
し
て
い
た
が
、
整
備
が
進
ん

で
い
な
い
の
で
は
。

答　
こ
れ
ま
で
基
本
的
な
事
項
に

つ
い
て
県
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

県
で
は
逢
妻
川
洪
水
調
整
池
と
し
て

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
県
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

問　
先
が
見
え
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
介
護
予
防
、

医
療
費
の
抑
制
と
い
う
効
果
が
あ
る
。

県
の
整
備
状
況
に
合
わ
せ
、
最
短
時

間
で
一
気
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

答　
運
動
広
場
完
成
を
望
ん
で
い

る
市
民
の
た
め
に
も
、
県
や
関
係
部

署
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的

に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

伊
藤　
幸
弘　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

中
小
企
業
の
知
的
財
産
を
い
か
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

︱
経
営
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
持
続
可
能
な
支
援
の
充
実
を
推
進
︱

外
山　
鉱
一　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
長
）

今
後
の
刈
谷
特
別
支
援
学
校
に
対
す
る
思
い
は

︱
地
域
の
方
と
触
れ
合
い
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
︱

城
内　
志
津　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

40
年
間
変
わ
ら
な
い
刈
谷
市
遺
児
手
当
の
引
き
上
げ
を

︱
児
童
１
人
当
た
り
２
，
４
０
０
円
は
適
正
な
額
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
︱

蜂
須
賀　
信
明　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
願
い
と
、
市
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か

︱
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
願
い
、
学
習
機
会
等
の
充
実
に
努
め
る
︱

近
藤　
澄
男　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
水
資
源
部
長
）

大
規
模
地
震
に
備
え
、
水
道
施
設
耐
震
化
の
早
期
推
進
を

︱
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
耐
震
化
方
策
を
位
置
づ
け
、
備
え
を
強
化
す
る
︱

稲
垣　
雅
弘　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

施
設
管
理
に
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
を

︱
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
基
本
方
針
に
則
り
、
維
持
管
理
に
当
た
る
︱

牛
田　
清
博　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

市
民
が
主
人
公
で
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
刈
谷
市
の
実
現
を

︱
課
題
の
整
理
及
び
解
決
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
う
︱

鈴
木　
絹
男　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
早
期
整
備
を

︱
関
係
部
署
と
調
整
を
図
り
、
積
極
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
︱

「親子で川の生きもの調査」の様子


